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▲瀧泉寺聖教典籍　展示風景
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なで（雪
なだれ
崩）が起きそうな所の下を安全に通る時のまじない歌。
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狩猟の許可状。源頼朝・北条時政が、所持する者に狩猟を許可する
と書かれている

　ただみ・モノとくらしのミュージアムでは、第３回テーマ展「只見町文化財新指定記念　〈会津只見のヤマサ
キ資料〉と〈瀧

りゅうせん

泉寺
じ

聖
しょう

教
ぎょう

典
てん

籍
せき

〉」を開催しています。只見町の指定文化財は、2025年現在３0件あります。
本テーマ展では、近年新たに指定された2つの文化財を取り上げています。
　１つ目は〈会津只見のヤマサキ資料〉です。ヤマサキとは、狩

しゅ

猟
りょう

や山
さんしょう

樵（木こり）など、山仕事をした人々の
先
せん

達
だつ

・親方という意味です。山ノ神の司
し

祭
さい

者
しゃ

でもありました。福島県では只見町だけで確認されていますが、山
形県小国町、新潟県村上市旧朝日村でも確認されています。只見町のヤマサキは、特定の家が世

せ

襲
しゅう

的につとめて
きており、朝日地区2軒、只見地区３軒の計5軒確認されています。それぞれの家のヤマサキ関連資料は、町に
寄贈され、2024年4月に只見町文化財に指定されました。本テーマ展では、各家のヤマサキ関連資料を紹介
するとともに、狩猟や山樵で使われた民具もあわせて展示しています。

　2つ目は〈瀧泉寺聖教典籍〉です。瀧泉寺は、只見町黒谷にある真
しん

言
ごん

宗
しゅう

のお寺です。20１7年１１月に、室
町時代から江戸時代の聖教典籍（仏教古典籍）が約700点発見されました。応

おう

永
えい

３5年（１428）を最古と
して、室町時代・安土桃山時代の古典籍が１27点、うち97点は、『神
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』を書写した玄
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（１547～１606～？）がこの地にもたらしたものです。本テーマ展では、瀧泉寺のさまざまな装
そう

訂
てい

の中世
写本（手書きの書物）を通して、書

しょ

誌
し

学
がく

の基礎を学ぶことができます。

　文化財指定の目的は、文化遺産を未来に向けて永久に保存し、町民のために活用（公開）していくことです。
文化財のお披露目として展示しますのでぜひご覧ください。
� 文・写真：原永円香

ただみ・モノとくらしのミュージアム 第３回テーマ展 開催中!

ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示情報
第３回テーマ展
「只見町文化財新指定記念〈会津只見のヤマサキ資料〉と〈瀧泉寺聖教典籍〉」
会期：2025年3月25日（火）～2025年6月29日（日）
場所：ただみ・モノとくらしのミュージアム　展示ホール

入館無料

9


